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 図6取り出しビームの時間構造。
 ビームのデューティファクター(d.f.)を示した。
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 論文審査の結果の要旨
 原子核の研究手段として直流電子ビームの重要性が認識され,各地で新型電子加速器の建設
 が計画されている。パルス・ストレッチャー・リングは電子ライナックで加速された短パルス
 電子ビームを入射し,これを連続的にとりだして直流ビームに変換する一種のストレージング
 で,直流ビームを得る方法のうち,現在最も注目されている方法である。
 東北大学ではこの方式の有効1生を実証するために,150MeVパルス・ストレッチャー・ワン
 グを試験器として建設した。これは国内外を通じて唯一稼動中のリングである。
 本論文はこのリングについて詳細な測定と理論的な検討を行い,その動作特性を明らかにす
 ることを目的としたものである。
 パルス・ストレッチャー・リングの基本になる直流ビームの引き出し方は一種類に限らない
 が本論文では放射エネルギー損失を利用した単一エネルギー,三分整数共鳴引き出し法につ
 いて研究が行われた。この研究によると,引き出された電子ビームのエミツタンス,エネルギー
 幅,直流への変換効率はリングを周回する電子軌道の結合振動に大きく依存する。この振動は
 水平方向振動数レ、,垂直方向振動数yyの問に,阪=レy,2レy一振無1の関係が成立するときに発
 生し,その結果水平方向振幅が垂直方向振幅に転化され,垂直方向エミツタンスの増大となる
 ことが明らかにされた。又,リングを周回する電子ビーム形状がエネルギーに依存する場合に
 は引き出しビームの強度,及びエネルギーが時間とともに変化することを実測し,これらが理
 論計算による予想値と一致することを示した。更に,直流ビーム強度に電子の周囲周期(～50
 nsec)に相当する速い変動があり,これが電子ライナックから入射されるパルスビームの性質
 によることを明らかにし,入射ビームの安定性が重要であることを指摘した。
 現在リングはこれらの研究結果に基いて改良され,良好な状態で原子核実験に使用されてい
 る。このように本研究は今後建設されるパルス・ストレッチャーに対して重要な設計資料を提
 供した。
 したがって本論文の著者は自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有する
 ことを示している。よって吉田克久提出の論文は,理学博士の学位論文として合格と認める。
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